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 「パウル・ヒンデミット《Lieder mit Klavier op.18》における一考察」として、演奏の機会の少な













より「Echo」（やまびこ）他３曲、「歌曲（1942）」より「Ich will Trauern lassen stehn」（私は悲しむ
のをやめよう）他５曲、「Das Marienleben」（マリアの生涯）より６曲が演奏された。 
 掘り下げの深いヒンデミット研究の土台の上に立った説得力のある演奏だった。時折声質に疲れを見
せたこと、英語、フランス語のディクションが明瞭さに欠けること、より広がりのある表情の豊かさな
ど改善の余地を残すが、多角的な音域を交差するテクニックと、特にドイツ語の詩の解釈と語りに表現
力を持った安定感のある水準の高い演奏であったと言える。 
 論文、演奏ともに学位取得にふさわしいとし「合格」と判断した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
